
第
二
号
イ
の
表
日
栄
イ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
項
中
「
塗
装
」
の
下
に
「
、
電
気
機
器
組
立
て
」
を
、
音
頭
金
属
株

式
会
社
の
項
中
「
溶
接
」
の
下
に
「
、
塗
装
」
を
加
え
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

菊
川
工
業
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
菊
川
二
丁
目
十
八
番
十
号

工
場
板
金

信
和
建
設
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
十
三
本
町
一
丁
目
十
二

番
十
五
号

鉄
筋
施
工

日
本
フ
ッ
ソ
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
堺
市
美
原
区
木
材
通
二
丁
目
四
番
六
号

塗
装

中
央
工
業
株
式
会
社

広
島
県
東
広
島
市
西
条
吉
行
東
一
丁
目
六
番
四

十
六
号

鍛
造

中
央
発
条
工
業
株
式
会
社

大
分
県
日
田
市
大
字
十
二
町
五
百
三
番
地

金
属
プ
レ
ス
加
工

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

山
藤
総
業
株
式
会
社

宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
若
林
三
丁
目
十
五
番
四

号

と
び

株
式
会
社
東
洋
鉄
筋

宮
城
県
仙
台
市
泉
区
松
森
字

兵
衛
二
番
地
の

三

鉄
筋
施
工

ミ
ズ
ノ
シ
ー
フ
ー
ズ
株
式
会
社

宮
城
県
石
巻
市
魚
町
二
丁
目
一
番
地
の
一

非
加
熱
性
水
産
加

工
食
品
製
造
業

株
式
会
社
鈴
木
ダ
イ
カ
ス
ト
製
作
所

埼
玉
県
羽
生
市
東
三
丁
目
二
十
一
番
十
一
号

ダ
イ
カ
ス
ト

株
式
会
社

藤
組

千
葉
県
松
戸
市
栄
町
四
丁
目
二
百
四
十
八
番
地

の
四

建
築
大
工

有
限
会
社
ユ
ウ
ア
イ

千
葉
県
勝
浦
市
興
津
六
百
三
十
一
番
地
七

建
築
大
工

有
限
会
社
ウ
ッ
デ
イ
伊
藤

千
葉
県
白
井
市
池
の
上
二
丁
目
十
二
番
八
号

建
築
大
工

株
式
会
社
金
子
工
業
所

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
矢
部
町
九
百
三
十
九

番
地

配
管

株
式
会
社
Ｄ
Ａ
Ｏ
m

Ｃ
Ｃ

神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
宿
河
原
六
丁
目
三
十

三
番
三
号
メ
ラ
ン
ジ
ェ
・
パ
オ
百
二

型
枠
施
工

山
口
ダ
イ
カ
ス
ト

長
野
県
上
田
市
真
田
町
長
二
百
八
十
九
e

一

ダ
イ
カ
ス
ト

有
限
会
社
山
本
建
築

静
岡
県
浜
松
市
北
区
引
佐
町
渋
川
四
千
二
百
八

十
三
番
地

建
築
大
工

株
式
会
社
清
伸

静
岡
県
富
士
市
中
野
四
百
九
十
九
番
地
の
十
八

型
枠
施
工
、
建
築

大
工

株
式
会
社
双
立

大
阪
府
堺
市
美
原
区
太
井
六
百
五
十
五
番
地

ダ
イ
カ
ス
ト

太
盛
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
寝
屋
川
市
池
田
北
町
二
十
六
番
一
号

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形

表
十
二
館
林
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

邑
楽
館
林

群
馬
県
館
林
市
及
び
邑
楽
郡
板
倉
町

表
十
二
尾
道
の
項
を
削
る
。

表
十
三
つ
ば
め
の
項
を
削
り
、
同
表
田
辺
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

京
や
ま
し
ろ

京
都
府
城
陽
市
、
八
幡
市
、
京
田
辺
市
及
び
久
世
郡

表
十
四
吉
野
川
流
域
の
項
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
上
板
町
」
を
削
る
。

表
十
五
北
総
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

山
武
北
部

千
葉
県
東
金
市
、
山
武
市
及
び
山
武
郡
芝
山
町

印
旛

千
葉
県
八
街
市
及
び
富
里
市

表
十
八
太
田
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

山
武

千
葉
県
東
金
市
、
山
武
市
、
大
網
白
里
市
並
び
に
山
武
郡
九
十
九
里
町
及
び
芝
山
町

株
式
会
社
サ
ナ
流
通

兵
庫
県
尼
崎
市
次
屋
三
丁
目
十
九
番
三
十
三
号

工
業
包
装

株
式
会
社
北
岡
組

徳
島
県
美
馬
市
美
馬
町
字
妙
見
六
十
七
番
地
二

建
設
機
械
施
工

株
式
会
社
モ
リ
テ
ッ
ク

熊
本
県
合
志
市
福
原
三
千
百
二
十
二
番
地
十
一

鉄
筋
施
工

平成™�年™月�日 木曜日 第�™™›号官 報
〇
法
務
省
告
示
第
四
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
外
務
省
告
示
第
四
十
一
号

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
三
日
に
ヌ
ア
ク
シ
ョ
ッ
ト
で
、
食
糧
援
助
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
モ
ー
リ

タ
ニ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物

及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

五
億
二
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

吉
田
潤
在
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
大
使

モ
ー
リ
タ
ニ
ア
側

シ
デ
ィ
・
ウ
ル
ド
・
タ
ー
ハ
経
済
・
開
発
大
臣

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
七
十
三
号

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
四
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
四
十
四
号
（
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
野
菜
指
定
産
地
を
指
定
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
同
法
第
四
条
第
五
項
（
同
法
第
六
条

第
三
項
及
び
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

表
一
三
浦
横
須
賀
の
項
中
「
及
び
三
浦
市
」
を
「
、
三
浦
市
及
び
三
浦
郡
葉
山
町
」
に
改
め
る
。

表
二
美
瑛
の
項
を
削
り
、
同
表
い
わ
て
の
項
中
「
八
幡
平
市
」
の
下
に
「
、
滝
沢
市
」
を
加
え
る
。

表
三
三
浦
横
須
賀
の
項
中
「
及
び
三
浦
市
」
を
「
、
三
浦
市
及
び
三
浦
郡
葉
山
町
」
に
改
め
、同
表
知
多
の
項
中「
常

滑
市
」
の
下
に
「
、
東
海
市
」
を
、「
大
府
市
」
の
下
に
「
、
知
多
市
」
を
加
え
る
。

表
四
岩
手
中
央
の
項
中
「
八
幡
平
市
」
の
下
に
「
、
滝
沢
市
」
を
加
え
る
。

表
八
北
岩
手
の
項
中
「
八
幡
平
市
」
の
下
に
「
、
滝
沢
市
」
を
加
え
、「
山
田
町
、」を
削
る
。

表
十
一
岩
手
中
央
の
項
中
「
八
幡
平
市
」
の
下
に
「
、
滝
沢
市
」
を
加
え
る
。
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